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A Study on ａ Syllabus of “Global Studies Project”
１。はじめに
























バル学習 の代表的 なプランである，匚グロ ーバル
学習プロ ジェ クト(Global Studies Project) 帽
を事例として取りあげ，分析していく。分析にあ
たっては，以下 の３点を中心 にすすめていく。













































単　　　　　　　元 該　 当　 レ　 ツ　 ス　 ン
グ ロ ー バ ル 時 代 の惑 星， 地 球
グ ロ ー バ ル 時 代 の家 族
グ ロ ー バ ル 時 代 の コ ミュ ニ ケ ー ショ ン
グ ロ ー バ ル 時 代 の食 物 と エ ネ ル ギ ー
グ ロ ー バ ル 時 代 の仕 事
グロ ー バ ル 時 代 の人 権
レ ッス ン １　 プ レ ー ン ズ の 利 用 者
レ ッ ス ン ５　 結 婚 相 手 の 選 択
レ ッ ス ン ２　 異 文 化 間 コ ミ ュニ ケ ー ショ ン
レ ッ ス ン ４　 エ ネ ル ギ ー需 要 の変 化
レ ッ ス ン ３　 近 代 産 業 の デ ィ レ ン マ
レ ッ ス ン ６　 ア パ ル ト ヘ イ ト
「 グロ ーバ ル学習 の分析およびその全体像把握」日本社会科 教育 研究会『社会科研究』第29 号, 1981 年， 86 頁， を筆者
表 ２　 レ ッ ス ン １「 プ レ ーン ズ の 利 用 者 」 の 授 業 計 画
〈目 標〉
・ 生 徒 は， グ レ ー ト ・ プ レ ー ン ズ の 自然 環 境 に 関 す る ３つ の 社 会 的 な 結 果 を 比 較 す る こ とが で き る 。
・ 生 徒 は， どのよ うに， 社 会文化， 価値，技 術が人 間と自然 環境 の関係 に影 響を与え てい るかを理解 す ることがで きる
Ｏ
学習 内 容（ 目 標） 学 習材 学習 過程 学　　　　 習　　　　 活　　　　 動
学 習
形 態
グレ ート・ プ レ ー
ン ズの 自然 環 境 に
関 する ３つ の社 会
的 な結 果を 比 較 す
ることができる。
グ レ ート・
プ レ ー ンズ
の土 地利 用
か ら みた 価
値観
土地 利 用 と
い う観点 か
ら みた多 様
な価 値 観 の
理解
①　資料１を読み， グレ ート・プレ ーンズの土 地利 用について の問題設定状況を理
解する。







・イ ンデ ィア ン　　・家畜農場主　　 ・ 農夫　　 ・土地委員会
③　資料２を読 み，そ れぞ れの役割 ・立場を理解する。




○イ ンデ ィア ンに対して
・　自 らのグレート・プ レーンズの使用方法
・　家畜農場主，農夫 の土 地使用法とその欠点
・　自 らの土地利 用がアメリカ合衆国に対して何 も貢献してい ないという意
見 に対 する反論
・　家畜農場主，農夫 と土 地を分かち合うこ とは不可能で あることの理由
○家畜農場主 に対 して
・　自 らのグレート・プ レ ーンズの使用方法
・　自 らの土 地利 用がアメリカ合衆国 に対して貢献して いる点
・　農夫 の土 地利 用法とその欠点
・　 インディアンに対 して， 土地の権利を主張す る際 の観点
・　 インディアン， 農夫 と土地を分かち合うこ とは不可能で あることの理由
○農夫 に対 して
・　 自らのグレート・プ レ ーンズの使用方法
・　 自らの土 地利 用がアメリカ合衆国 に対して貢献 して いる点
・　20 年前 まで グレ ート・プレ ーンズで は不可能で あっ た農耕が現在 は可
能 となって いる理由
・　 自らの土 地利 用が， グレ ート・プレ ーンズの自然環 境を破壊していると
い う非難 に対 する反論
・　 インディアン， 家畜農場主 と土地を分か ち合 うことは不可 能であること
の理 由
○土地委員 会に対 して
・　 グレート・プレ ーンズの自然環境 に， インディアン，家畜 農場主 ，農夫
の土 地利 用が及ぼす影響
・　 どのグループの土地利用がアメリカ合衆国の経済に最も恩恵を与えるかの判断
②　インディアン， 家畜農場主，農夫， の３つ の立場 のグル ープは， それぞ れの
立場で意 見を主 張する。







多 様 な 価値
観 とそ れ ら
が対 立 する
現状
多 様 な価 値
観 と対 立 す
る状 況 の理
解
①　ロールプ レイの結果について クラス全体で話 し合 う。 一
斉
・　 インディアン， 家畜農場主，農夫 のそ れぞ れが もって いる価値と技術 はど
のようなものだったのか。
・　土 地委員 会が考慮すべ き最 も重要な要素 は何だったのか。
①　以下 の質問 に対 する答えを考え討議 する。 一
斉
・　石 油採掘者， 石炭採掘者が もたらす価値 と技術
・　石 油採掘者， 石炭採掘者が グレ ート・プ レーンズを利 用することで起 こる
影響
・　石炭 採掘者が石炭を採掘し たい理由
・　石 油採掘者， 石炭採掘者 の土地利用 に対 して，土 地委 員会がつけるであろ
う条件
H.D.  Mehlinger and ｏ七hers, Global  Stひdies For Åmerican  Schools,  National Education Association,  Washington Ｄ.C､，
1979, pp.20～29，をもとに筆者作成。
資料 １　問題状況設定文　 （略）
















（2） 各 レッ スンの授業 計画
各 レ ッス ンの授業 計 画 を， 学習 内容 （目 標），
学 習材， 学習 過程，学 習活動 ，学 習形態， という
５つ の観点 で示 す と， 表 ２～ ７のよ うにな る。
レ ッス ン エで は， グレ ート・プ レ ー ンズを だれ
が利 用 する ことがよ り望 ましい のか という ことを
取 りあげ てい る。具 体的 には，（‾イ ンディア ン7）」，
匚家畜 農場 主」， 匚農夫 」 の ３つ の立 場 で の土 地 利
用 を考 える。 グレ ート・プ レ ー ンズを利 用す る と
いう こと は， ア メリカ合衆 国 におけ る一 部地 域社
会 の中 で の土地 利用 に見え る。 しか し， そ れは，
地 域 の土 地利 用で ある とと もに， 世界 の環境 破壊
と関 わる ことで もある。 そ の授業 は，生 徒 がそ れ
ぞ れの立 場 に別 れて， それぞ れの立場 で の意 見を
主 張 し あい， そ れを ふ まえ て， 匚土 地委 員 会」 の
立 場 の グループ が結論を 出す とい うロ ールプ レ イ
を取 り入 れてい る。 厂土 地 委員 会」 の決定 に つい
て， 個人で検 証す るとい う過 程を とってい る。
レッ スン２で は， 異 なった言 語 の存 在 と， 異文
化間 で のコ ミュニケ ー ショ ンの難 しさ， グロ ーバ
ルな言 語を取 り あげて いる。 まず，異 な った言語
に生 徒 は遭 遇 し， コミュニ ケー ショ ンの困難 性を
体感 す る。 そ の次 に， 世界 の中で広 範囲 にわた っ
て，多 くの人々 に用い ら れて い る言 語を，地 図 や




















































学習 内容 （目 標） 学習 材 学 習過 程 学　　　　 習　　　　 活　　　　 動
学習
形 態
異 な った 言語 や 訛
り は， よ り よい コ
ミュ ニ ケ ーショ ン
の壁 にな る こ とを
理 解 する こ とが で
きる。
異 な っ た言
語
異 な った 言
謬 謁のコミュ
ニ ケ ー ショ
ンの困 難 さ
の理解
①　資料 １を読 み，資 料１の中にある質問に答える。
(教師が外国語 のテープを 聞かせた場合は，そ の内容を 聞き，質 問に答る｡)
②　自分が ①を通 して， どのように感じたか発表す る。




専門 用語 ①　資料 ２に書 かれて いる語句の意味を調べる。 須
「 グ ロ ーバ ルな 言





な 言語 の 概
念化
①　資料 ３を読 み， グローバルな言語の例を挙げる。 一
斉
資料を用いて，
「英 語 はグ ロ ーバ
ル な言 語 か」 につ







語 が あた る
の か につ い
て の判断
①　資料 ４を読 み，以下 の質 問に答える。
・　槹 グラフからどのようなことを読みとることがで きるか。
・　15,000 万人 が話している言語 は何か。
・　そ れぞ れの言語を話 す人 は， 何人ぐらいか。
・　言語 の分布図 から， どの言 語が公式に広く用い られて いるのか。
・　英語 はグロ ーバルな言 語になるべきか。なぜな るべ きか。 あるいは， なる











〈 目 標 〉
・ 生 徒 は ，




学習 内 容（ 目 標） 学習 材 学習 過程 学　　　　 習　　　　 活　　　　 勁
学習
形 態
工業 によ る公 害 に
つ
いて の論 争 に参
加で きるよ う にな
り， 自分 の立場 を
主張 す る ことが で
きる。







( 経 済 活 動
の概念化)
①　資料 １を読 み， 設定された状況を理解す る。







・ ゴーコン停 止（ の立場）　　　　 ・安全第一（ の立場）
・ゴ ーコン（ の立 場）　　　　　　 ・規準 のために（ の立 場）
・市 健康安全 委員 会（の立場）
③　そ れぞ れの立場 の資料 ２を読み，そ の立場・役割を理解 する。
経済 活動 と 自然 破
壊 とい うデ ィレ ン
マ の両面 を理 解 す
ることができるo
経 済活 動 と
自 然破 壊 と
い うデ ィレ
ンマ




①　ゴ ーコン停止 （の立場）， 安全第一（ の立場）， ゴ ーコ ン（ の立場）， 規準のだ
めに（ の立場）， それぞれが意見を述べる。
②　市健康安全委員 会（の立 場） は最終的な決定を行う。
③　② の決定 につ いて，「なぜそのよ うな決定 にしたのか。こ の決定 は現実 的か，











①　資料 ３を読 み，資料 ３のケースとこのロ ールプレイの ケースを比較 する。






















学 習 内容 （ 目 標） 学 習 材 学 習 過程 学　　　　 習　　　　 活　　　　 動 学習
形 態
「‾再利 用 可 能な エ
ネル ギ ー源」 を定








①　資料 １を読 み， 内容を 理解する。
②　資料 １を参考 にして，再利 用可 能なエ ネルギ ーを定義 する。
③　再利用可能 なエネルギーを 用いているかどうか考え る。
一
斉
「化 石 燃料 」 を定
義 す るこ とが で き
る。













・　この円 グラフ にもとづ けば, 1860,  1900,  1940 年の アメリカ合衆国 にお
ける主なエ ネルギ ーは何か。
・　1860 年 に多くて1940 年 に少 ない燃 料は何か。
・　1940 年 に用い られてな くて, 1980 年 に用いられている燃料 は何か。
グラフなどを読 み，
解釈し，エネルギー
の変 化 につ いて 理
解する。
化石 燃 料 の消費 量
の急 激 な増 加 の理
由を 理 解す る こと
ができる。

















・　 この グラフにもとづけば, 1960 年 に世界で はどのく らい の量 の化石燃料
が用 いられていたのか。
・　燃料の消費量は, 1960 年から1990 年の間にどのくらい増えると考えられるか。
・　1960 年 から1990 年 の間に， どの燃料の消費が最 も増加する と考え るか。
なぜそのように考え るのか。
・　 アメリカ合衆 国 のエ ネルギ ー利用 の変化 につ いて学ん だことで， それと
矛盾 することはあ るか。
・　ど のようなエネルギ ーがこれから重要性を増す と考え るか。












・ 結 婚 」 の パ タ ー ンを 比 較 す る こ とが で き る。
・ 」 両 方 の利 点 と欠 点 を あ げ る こ とが で き る。
学習 内 容 （目 標） 学習 材 学習 過 程 学　　　　 習　　　　 活　　　　 動 学習
形 態
厂見合 い結 婚」 の
存在を理解す る。
イ ンド に お
ける「 結 婚





（ 結 婚 の 概
念化）








・ど のよ うな要求が， 結婚相手にだされているか。
・広告 によれば，結 婚につ いて何か重要か。カ ーストか，教育 か， 容姿か，
富か，社会的地位 か。
・ アメ リカ合衆国 の新 聞で このような広告を見 たことがあ るか。
「 見合 い結 婚」 と
厂恋 愛 結 婚」 の 例
を 挙 げ るこ とがで
きる。
イ ン ド と 日 本 の
「 見 合 い 結 婚 」 の










異 な っ た生
活 文化 の内
容， 成立背
景 な ど の
「 理解」（実
際 の結婚）
①　資料１を み，前回 の広告 のことについて話しあいを行 う。
② 「見 合い結婚」 と 厂恋愛結婚」 の資料 ２を読 み，資料 ３， ４を読 み，「‾見 合い
結婚」 について，以下 の質問を考え ることにより，気づ く。
一
斉
・「‾見合い結婚」 と何 か，「恋愛 結婚」 とは何か， そ れぞ れの例を挙げ る。
・イ ンド と日本 の「見合い結 婚」 と 匚恋愛 結婚」を比較する。共通点 と相違






（ 結 婚 の 価
値）
①　資料５ 厂ｲﾝ ﾄ 大ﾞとアメリカ人の結婚に対する会話」を読み，以下の質問に答えるo 個
別
・ この会話に関するイ ンド とアメ リカ合衆 国の違いは何か。
夫を見つける上でイ ンド とアメリカ 合衆国 で必要な もの は何か，比較する。







① 「 見合い結婚」 は，より安定 した家 族をつ くり出 すことができる， というこ と





H.D.  Mehlinger and others, Global  St ひ心弱 For  American  Schools, National Education Association, Washington D.C


























学 習 内容 （ 目 標） 学 習 材 学習 過程 学　　　　 習　　　　 活　　　　 動
学習
形 態
南 アフ リカ共 和 国
の アパ ルト ヘ イト
の もとで 暮 ら す市
民 の体験 を 理解 す
ることがで きる。
一 部 の人が





( 差 別 問 題
の概念化)
①　資料 １のボード ゲームをし， 結果を報告す る。
②　資 料２を読 み， アノ白レトヘイト と資 料１ のボードゲ ームとの共 通点を 見つけ
る。





アパ ルト ヘイト の






①　資料 ３から， アパルトヘイトの証拠を見つ ける。
個
別
アパ ルト ヘイト の
問題の理由を考え，
問題 解決 に向 けた
活動 を考 え る こと
ができる。
アノヽこル ト ヘ
ィ ト 問 題 の





( 差 別 問 題
に対 す る判
断)





・　 南アフ リカ共 和国政 府は， 白人を非 白人か ら分離さ せ続けてい るのか。
そ の理由を どのように考えるか。
・　宣言 は， どのような意味を持つ のか。
・　 もし も， あな たが南 アフリカ に住む非白人 なら， 法律 はど のよ うな意味
を持つ のか。 もし， 白人な らどのような意味を持つ のか。






















































順 レッスン名 主 として取りあげる内容 ね　ら　い 段階















































































































厂文化理解」 と 匚問題解決」に 匚現状理解」の内































お け る社 会科 お よ び総 合 的な学 習 の 時間
（「知立in the world 」）の場合」日本グロー
バ ル教育学会 『グローバル教育』第 ４号，


















3 ) Howard D. Mehlinger and others, Global-
Studies  For Ame パcan  Schools,  National














研究』第29 号, 1981 年, pp.85 ～93．
また，木村一子 は，同著『イギリスのグロー
″ル教育』勁草書房，2000 年, pp.22 ～23 ，で，
佐々木の研究方法の評価を行っている。
7 ）“Indians ”をそのまま訳出した。
